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「ＴＰＰと強い農業は両立しない」それはどうしてなのか？　


「ＴＰＰに参加し、地域社会の崩壊や国土の荒廃が進み、安全な食料を安く大量に買い続けていく」これが日本の将来のあるべき姿なのか？　


　


ＴＰＰ問題を農業問題に矮小化することなく、ＴＰＰによって国民は何を得て、何を失うことになるかを論じた一冊です。





東京大学大学院教授の鈴木宣弘、コーネル大学客員研究員の木下順子共著です。
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